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1 はじめに

大阪大学と大阪府立産業技術総合研究所を中心
とする多言語資源研究グループは，主に言語教育
に役立つことを目的とした様々な言語資源の構築
を進めてきている [3] ．その中でも，近年，特に
災害救援者教育のための言語資源構築に注力して
いる．本報告では，上記の言語資源構築作業の成
果を紹介する．
大規模災害が発生した際には，救援者の派遣や

物資の調達など様々な面からの国際的支援が行わ
れる．2011年 3月の東日本大震災において，諸
外国から支援があり，2010年 1月ハイチの地震
など，海外で大規模災害が発生した際には，日本
も救援活動に参加している．しかし，その救援現
場では，言葉の壁が大きな問題となっている．
2005年 10月のパキスタン北部地震に際して，

旧大阪外国語大学における学生主体の救援者用の
ウルドゥー語 (パキスタンの国語)会話集作成がお
こなわれた．この活動が，本研究の着想の源流で
ある．パキスタンの災害現場で，救援活動を行う
作業者のかかえる言葉の壁の問題を少しでも減ら
すため，日本国内にいるウルドゥー語の専門知識
を有する者のできるボランティア活動のアイデア
として，学生の中から提案があったものである．
このとき，本報告の分担執筆者萬宮を含むウル
ドゥー語専攻教員もサポートすることで，救援に
際して役立つと思われる言語データを作成した．
さらに，現地新聞の翻訳，地図に日本語情報を追
加記入したものなども作成し，現地活動者へ送っ
て利用してもらった (図 1参照)．
この学生らの自発的な活動の成果を継承発展さ

せるため，2007年より本研究グループが中心と

図 1: 旧大阪外国語大学のパキスタン震災救援協
力について伝える朝日新聞社Webページ

なり，災害時に役立つ，また将来災害救援の場で
活躍する可能性のある日本語話者（主に大阪大学
外国語学部や言語文化研究科所属の学生のうち意
欲のある者）に対して教育を行う際の基礎データ
となりうる言語資源を構築すべきと考え，開発を
進めている．
我々の構築する多言語資源構築は，社会還元を

意識した外国語教育の実践方法であると自負し
ている．対象とする主な言語は，日本国内で教
育される機会の少ない，LCTL (Less Commonly

Taught Languages)であり，また得られた成果は，
広く公開している．最も早くから着手していたウ
ルドゥー語データは，早期に大学のウルドゥー語
専攻Webウェブサイトで公開し (図 2参照)，救
援ボランティア活動をする団体などから高い評価
を受けている [6] ．また，これまでに構築済みの
データは，本研究グループのWebサイトで整理・
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図 2: 大阪大学言語文化研究科ウルドゥー語専攻
提供の救援者会話集Webページの一部

図 3: 本研究グループが言語資源を公開している
Webページの一部

公開している (図 3参照) [5] ．
構築した災害救援のための言語データを現実の

災害現場で活用することを想定し，過酷な環境で
も利用できる堅固なWindowsノート PCに搭載
するためのアプリケーションも併せて開発してい
る [1], [2]．専用ソフトウェア開発したのは，当該
PCの画面サイズや操作性の制約のため，単に文
字データの一覧を表示するだけでは災害現場で使
いづらいものとなるため，情報提示方法に工夫が
必要だったからである．
また，当該PCの内蔵スピーカーの品質が高く

ないことから，音声データ提供方法にも工夫する
必要があり，蓄積した音声データが騒音下でどの
ように聴取されるかを調べる聴取実験を行った．
そして，災害現場で想定される騒音をペルシア語
音声データに重畳し，明瞭度を損なわないために
は，どのような音声データ処理が適切なのかを検
討した [4] ．

2 災害救援者教育のための言語資源

2.1 構築した資源の概要

我々の研究グループが構築した災害救援者教育
のための言語資源の内容について説明する．
前述したとおり，言語資源構築は小規模のウル

ドゥー語単語会話集から始めた．基本的なデータ
については，多数の言語を横断的に検索・比較で
きるものとなるよう，作成している．これは，言
語教育の教材としてだけでなく，対照言語学・言
語類型論を研究する際の基礎データとして意義も
ある言語資源としたい，との思いからである．多
言語間の単語や文の対応で，各言語の対象とする
語彙範疇は単純に一対一対応するものでないこと
は明らかであるが，あえて単純に一対一対応の表
形式まとめることで，多言語間の対応関係調査を
容易にするものを提供できるのではないかと考え
ている．

2.2 ウルドゥー語資源

ウルドゥー語データについては，研究開始時に
おいて試作されたデータを元に，データの拡充・
検証作業を行い，構築を進めた．2013年 1月現在
で，完成しているウルドゥー語資源の規模は，基
本的な語彙文例データが 188例，救援に際して考
えられるシチュエーション別に語彙文例を集めた
データが，洪水関係 700例，伝染病関係 1,125例
である．データはExcel表データとして保存され
ている．その一部を図 4に示す．多少の重複デー
タはあるが，総計 2,013例の言語データが完成し
た．基本語彙・会話の 188例については,大阪大学
の外国人特任教員の協力を得て, 発音と発話に対
応するジェスチャーを確認できるMP3音声デー
タ，WMV形式の動画データも作成した．図 5に
動画再生時のキャプチャ画面を示す．
また，図 6は構築したウルドゥー語資源と後述

するアプリケーションを，ウルドゥー語授業の教
材として受講生に提示し，解説している様子であ
る．このように，構築済み言語資源は順次教材と
して教育現場での活用を開始している．
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図 4: ウルドゥー語データの一部

図 5: ウルドゥー語動画データのキャプチャ画面

図 6: 構築したウルドゥー語データとアプリケー
ションを授業中に紹介している様子

2.3 その他の言語資源

2.3.1 アラビア語データ

アラビア語データについては，2008年度に行っ
た海外調査の結果も踏まえ，特に医療関係用語の
充実を意識し作成作業を行った．現在救援医療時
に必要な会話を 130例，単語を 330例が構築でき
ている．ただし，カタカナ読み情報が付与されて
いるのは 33単語のみである．データの一部を図
7に示す．

図 7: アラビア語データの一部

2.3.2 スペイン語・スワヒリ語・タイ語データ

タイ語・スペイン語・スワヒリ語は，ウルドゥー
語基本語彙文例と同内容のものそれぞれ 188例を
作成した．いずれも各言語をカタカナ読みする情
報も提供している．データの一部を図 8に示す．

3 おわりに

本稿では，災害救援者の教育に役立つことを目
的とした 5言語の語彙・会話文言語資源を構築し
たことを報告した．言語資源の規模は言語によっ
て異なるが，構築対象とした言語はウルドゥー語・
アラビア語・スペイン語・スワヒリ語・タイ語で
ある．
今後の研究展開について述べる．言語資源構築

研究の最終目標は，大阪大学外国語学部が専攻語
（日本語を除く）としている 24言語に対し，現
時点のウルドゥー語資源と同規模のデータを完成
することである．これを公開し，有事の際に利用
できるようにすることで，世界中のほとんどの地
域に対する社会貢献ができる成果となるのではな
いかと考えている．また，アプリケーション開発
においては，災害現場における操作性の向上やス
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図 8: スペイン語・スワヒリ語・タイ語データの一部

マートフォン対応などのアプリケーション開発，
音声明瞭度向上法のさらなる研究を進めていきた
いと考えている．
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